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研 究 概 要 

 本研究の目的は、これまでの新任期保健師支援プログラムによって保健師が獲得した能力と

能力を習得するための方策を明らかにする。そして、厚生労働省報告のキャリアパスモデルと

の関連性も視野にいれ、高知県の現任教育の実情にそった、新任期保健師支援プログラムの再

構築を行うことである。 

 基本的な視点及び実践能力を習得する時期にある新任期保健師に求められる能力とは、地域

看護活動を実践するために必要な能力を示したものであり、基本的能力、行政能力、専門能力、

コミュニケーション能力の４つの能力である。求められる能力は、経験年数ごとに段階的に獲

得した能力が相まって、新たな能力を獲得できるようになることから、らせん状に求められる

能力を習得していく。新任期４年間において、「個別対応から地域の課題を捉える能力－個別支

援に終わらず、この問題を集団・地域の課題へと発展させる」ために必要な能力として位置づ

けられている。 

 そのような求められる能力を習得する方策として、二つの支援を行っている。 

①新任期保健師が、「行動目標及び評価シート」を用い、自ら目標を立て、それに向かって行動

し、それを評価する目標管理を行う、職場内研修である。そのプロセスを通して、目標として

挙げた行動を日々の業務の中で意識的に取り込み、能力を習得していく。 

②保健師としての専門的能力を習得する職場外の集合研修である。経験年数ごとの研修内容に

沿って、課題に取り組み、能力を獲得していき、４年間の集合研修を通して、個別対応から地

域の課題を捉える能力を習得していく。 

 これまで行ってきた支援プログラムは、職場内に浸透・定着してきたが、能力が獲得できて

いるかの判断が難しい等の課題もみられた。そこで、本研究では、高知県健康政策部とともに、

これまで取り組んできた支援プログラムによって新任期保健師が獲得した能力と能力を習得す

るための方策を明らかにする。その結果をもとに、厚生労働省報告のキャリアパスモデルとの

関連性も視野に入れ、高知県保健師人材育成における新任期保健師の支援プログラムの再構築

を行う。 

 本研究から、高知県内の新任期保健師の求められる能力を系統的に習得していくための評価

指標、教育プログラムの質の向上を図ることが可能となる。またジョブローテーションや各自

治体における人材育成体制の整備への一助となる。 

 高知県との協働研究による研究成果として、高知県は自ら課題解決を行う取り組みに繋がり、

大学は高知県の地域看護における課題解決への貢献に繋がる。また専門職の研究交流及び研究

教育の機会となり、継続的な風土づくりを専門職者間および、関係機関同士で推進していくこ

とが可能となる。 



研 究 成 果 

 様々な教育背景や実践経験をもつ保健師が多くなり、それぞれの能力に合わせながら、研究

を行うことが期待されている。そして、保健師に求められる能力の整理、計画的なジョブロー

テーションを行うために、標準的なキャリアラダーが示された（図１）。 

 このような状況をふまえ、本研究成果より、新任期保健師の系統的な人材育成プログラムが

完成した。新任期保健師に求められる専門能力は７つの活動領域に分けられ、それぞれの領域

において各年の能力獲得目標と行動目標を作成した。新任期１年目から能力獲得目標を位置づ

けることで、各自治体の人材育成計画や、自らの課題、職場環境に合わせたプログラムができ、

効果的・計画的なジョブローテーションにも繋がっている。 

 また、今年度、人材育成検討会では、高知の保健師のめざす姿を、国の動向や看護実践の実

情をふまえ整理し、市町村版、県版（福祉保健所版、県本庁版）が完成した。それぞれのめざす

姿に応じた、能力の育成に本事業の成果が活かされることが期待される。 

 今後は、改定したガイドライン及び新任期保健師研修プログラムを、各自治体が人材育成に

活用できるよう普及を図っていく。さらに各圏域福祉保健所の地域支援室の機能強化及び連携

を推進していく。新たに作成した保健師の実践的な能力をもとに、評価指標などを作成し、能

力の実態の把握と、求められている能力と実態の差を明らかにしながら、人材育成の支援体制

の見直しを継続的に行っていくことも今後の検討課題である。継続的に研究活動に取り組みな

がら、人材育成に関する課題や成果を明らかにし、支援のポイントなどをまとめていく必要が

ある。 

 成 果 物 等 

【ガイドラインの作成】 

1．高知県保健師人材育成ガイドラインの改定 

 https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/131601/2015062300102.html 
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図 1   新任期保健師支援プログラム目標図 

 


